
学校番号

　　　

学校名

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 校内生徒

１人 人 人 人 人 34人

公開時間 １３時３０分～　１５時２０分

（別紙様式３）

34

令和元（平成31）年度「地域住民を対象とした授業公開」実施報告書

長野県蓼科高等学校 課程（全・定午前午後夜ⅠⅡⅢ・通）

　本年度実施した「地域住民を対象とした授業公開」について、次のとおり本校ホームページに掲載
したことを報告します。

ホームページ掲載日 令和元年　７月　30日（火）

実施年月日(曜) 令和元年　６月　25日（火）

公開時限 ５・６時限　　

公開学年
公開教科

２学年
学校設定科目「蓼科学」

公開対象者 どなたでも

参観者数

校内 校外
合計

35人

参加者への応
対等について
特に配慮した
取組

地域の有線放送やケーブルテレビにて講座の案内と参加の呼びかけを行っ
た。

参観者からの
感想･意見の例

　今回の蓼科学は、戸隠地質化石博物館から田辺智隆先生を講師に招き、
「実物から学ぶ」というテーマでご講義いただいた。学校周辺の植物や石を
観察したり、田辺先生持参の動物の頭蓋骨や毛皮を触ったりして、動植物の
不思議や生態について学んだ。

成果と課題

　第７回目は、戸隠地質化石博物館の田辺智隆先生にお越しいただき、「実物から学
ぶ」というテーマでお話いただいた。前半は、学校周辺に自生している植物について
散策しながら学んだ。その他、立科周辺の山・石・地質についてのお話も頂戴した。
後半は、田辺先生に持参していただいたホラ貝の音色を聴いたり、様々な動物の頭蓋
骨を観察して、何の動物の骨かを推測したりした。そこから「なぜこのような色や形
をしているのか？」「頭蓋骨の形に違いがあるのはなぜか？」というような点を考え
ていった。田辺先生のお話から、『事物そのものの歴史や背景を知り、本質的な違い
を見抜く力が大切である』ということや、『命の大切さ』について考えることができ
た。生徒は真剣に先生の話に聞き入っており、実物教育の重要性を再確認することが
できた。

（注）　「地域住民を対象とした授業公開」実施後、その都度直ちに、内容を各校ホームページに掲載するととも
に、それと同様のものを電子メールの添付ファイルで送付してください。様式については、これ以外の項目を付
け加えるなど、各校で工夫していただいて結構です。


